
　　　　１０月のおしらせ

犬に与えてはいけない 
『秋の食べ物』　　　２選 

１　ぶどう　
犬が食べるとシュウ酸カルシウムが形成されて急性の腎機能障害を
引き起こします。
嘔吐や食欲不振などの症状があらわれはじめ、次第に排泄異常が
起こり、全身に毒素がまわり、短い時間で重篤な状態に陥ります。
最悪の場合死に至る恐れもあるので、万が一ぶどうを食べてしまっ
たら、すぐに動物病院に連れて行きましょう。

２　銀杏
銀杏にはメチルピリドキシンという物質が含まれていて、
体内に入るとビタミンB6の働きを阻害する作用があり、ビタミンB６欠乏症を
引き起こします。神経の伝達が過剰になりてんかん発作や痙攣を引き起こす
危険性があります。

嘔吐や下痢、食欲不振といったものから、不整脈や呼吸困難、痙攣、
意識混濁などの症状が食後数時間から見られ、最悪の場合死に至ります。
また、ぎんなんの皮には触れると炎症を引き起こす成分が含まれているので、
お散歩の際などに踏んでしまわないように注意してあげてください。

　　
　今月のクーポン
　　　歯磨き　
　　１００円引き

今月のフォトセット


